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＊ 6 世紀前半から 7 世紀後半の集計。（　）内の数字は記載回数
●表1　『日本書紀』の天候記載（風雨）
天 皇 天 候 天 皇 天 候
神武 雨氷、暴風 敏達 風雨
崇神 風雨 崇峻 大雨、雷
垂仁 大雨 推古 雹（2）、霹靂、暴風、雪、雷、雷
電、霖雨（2）












反正 風雨 天智 雨、大雨、風雨、霹靂、雷震
雄略 雷 天武上 雨、雷雨（2）、雷電（2）
武烈 甚雨、大風 天武下 雨（5）、大風（4）、霜、氷零、
霹靂、暴風、雪（2）、雷（2）




































































































●図　樹木年輪酸素同位体比から復元された西暦400 ～ 600 年の気候変動（総
合地球環境学研究所気候適応史プロジェクトからのデータ提供）
 は欽明朝前後ごろを示す



















































































































第 8 回 地球研東京セミナー参加記
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した。このたび、第 1 巻（新しい気候観と日本史像の刷新）と第 2 巻（古気候の復元と年代論の構築）の編集方針がほぼ
確定し、プロジェクトメンバーに原稿の依頼を始めています。次に第 5 巻（近世日本の気候と社会（I））、第 6 巻（同（II））、
さらに第 3 巻（先史・古代日本の気候と社会）、第 4 巻（中世日本の気候と社会）の順に編集方針を確定させ、プロジェ
クトが終わる 2019 年 3 月までに、全 6 巻の出版を終える計画です。ちなみに英語の書籍 “How did Japanese people overcome 
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2017
年
3月
29日（水）
……
先史・古代史グループ会議
2017
年
4月
8日（土）
……
中世史グループ会議
今後の予定
研究室通信
写真撮影しました
2017 年度地球研要覧のプロジェクト紹介に掲載する
集合写真を撮影しました。レモンを片手に、往年のア
イドルを彷彿とさせるポーズで挑みました。
年輪プロジェクトの名に恥じぬような
バームクーヘンを焼き上げ、ネンリン
マンになりました。
密度の濃い2週間が終了
さくらサイエンスプランで受け入
れたアジアの学生たちの修了証授
与のようす。２週間、朝から晩ま
で真剣に修習されていました。
（関連記事 4 ページ）
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